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京都大学図書館機構では、「図書館機構による学術情報リテラシー教育支援の方針（平成

29 年 2 月図書館協議会承認）1」に基づき、各種のガイダンスや講習会等の学術情報リテラ
シー支援を実施している。この状況について、別添の「京都大学図書館・室が実施するリテ
ラシー教育マップ」2019 年度版をもとに分析を行った。リテラシー教育マップとは、学内
図書館・室が実施したリテラシー教育に関する各種講習会等の実施状況等、実態を可視化し
たリストである。2019 年度の調査は 2020 年 2 月 7 日～3 月 13 日に実施し、16 の図書館・
室から回答を得た。 
 
１．開催状況 
年間の開催状況は以下の通りであった。なお、同一内容の講習会を複数回開催することが

あるため、講習会種数と年間開催数は異なる。 
 
講習会種数   76 種 
年間開催数  204 回 
実施図書館・室数   16 館・室（内訳は、以下の通り） 
 附属図書館 

附属図書館宇治分館 
吉田南総合図書館 
文学研究科図書館 
教育学部図書室 
経済学部図書室 
理学部中央図書室 
医学図書館 
医学図書館人間健康科学系図書室 

薬学研究科図書室 
工学研究科図書掛 
工学研究科電気系図書室（桂） 
農学部図書室 
エネルギー科学研究科図書室 
情報学研究科図書室 
霊長類研究所図書室 
 

 
主に年間開催数に基づき、以下のとおり各種集計を行った。  

                                                       
1 「図書館機構による学術情報リテラシー教育支援の方針（平成 29 年 2 月図書館協議会承
認）」https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/uploads/literacypolicy.pdf（参照 2021-01-20） 

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/uploads/literacypolicy.pdf
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２-１．開催時期別推移（対象身分別内訳） 
年間の開催数推移を、受講対象とする身分別の内訳とともに、以下に示した。 

 
※グラフは年間開催数をもとに作成したが、以下 2 点の理由で合計数は年間開催総数と異なる。 

①開催が、複数の対象（例：学部生及び院生向け）にまたがるものは、それぞれにカウントした。 

②開催が、複数の時期にまたがるものは、開催数を開催時期に概ね均等に割り当て、カウントした。 

 
年間のうち、開催数が最も多い時期は、「前期（5-7 月）」であり、「後期（11-1 月）」とと

もに、半数程度が授業内で実施されていた。また、4 月・10 月は、新入生（大学院生含む）
や留学生向けのガイダンスを中心に実施されていた。長期休暇期間である「夏季休（8-9 月）」
および「春季休（2-3 月）」に開催された講習会は、いずれも留学生（海外からお越しの教員
を含む）向けのガイダンスであった。  
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２-２．開催時間および講師別内訳 
各ガイダンスや講習会等の開催時間、および開催時間別の講師内訳を以下に示した。

 

 
※グラフは年間開催数をもとに作成。 

 
開催時間別の講師内訳を分析した結果、15 分程度の講習会（全体の 38％）が最も多く、

「図書系職員」が主体となって講師を担当しているものが大半であった。また、30 分-60 分
程度の講習会では、「学習サポートデスクスタッフ 2」の講師率が高くなっていた。なお、90
分以上の講習会は、授業内で実施されているものも多く、教員・外部講師の比率が高くなっ
ていた。 

  

                                                       
2 附属図書館にてピアサポート活動をしている大学院生スタッフ。講習会実施の他、学習相談
や留学生サポートを行う。詳細：https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/support/12334 （参照 
2021-01-20） 
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２-３．講習会と授業支援 
ガイダンス・講習会等について、授業時間内に実施したものかどうか、本学の全構成員

が自由に参加できる講習会かどうかについて、年間開催数の内訳を以下に示した。 

 
※年間開催数をもとに作成。 
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上記を分析した結果、授業内で実施された講習会件数が最も多く 84 件で、全体の 41%を
占めていることが分かった。この中には、図書系職員と教員がともに担当するもの、図書系
職員だけが担当するものが含まれる。 
次いで多いのは、自由参加型の講習会 74 件で、全体の 36%を占めていた。このうち 37

件は附属図書館の開催で、1 件を除き学習サポートデスクスタッフが講師を務める講習会で
あった。また 31件は吉田南総合図書館で開催の講習会であり、図書系職員が講師を務めた。
この両館で、自由参加型の講習会の 9 割程度を開催していた。なお、「図書館機構」となっ
ている 2 件は、リテラシー・レファレンス部会が開催した、海外からの外部講師を招いての
セミナーである。 
参加者限定型の講習会は 46 件であり、各部局で実施される新入生向けガイダンスが多い

ことが分かった。 
 

 

２-４．講習会の目的・効果別開催数 

講習会の受講によって習得が期待される能力について、以下の 6 つのカテゴリー3を挙げ、
対象とする受講者別にそれぞれの講習会種数を集計し、目的・効果の比率を示した。 

 
1) ■情報の入手を計画する能力 
2) ■情報を適切・効率的に入手する能力 
3) ■入手した情報を分析・評価・管理する能力 
4) ■情報を批判的に検討して再構築する能力 
5) ■情報を適正に活用・発信する能力 
6) ■その他 

                                                       
3 「受講によって習得が期待される能力」の 6 つのカテゴリーは、国立大学図書館協会が作成
した「高等教育のための情報リテラシー基準 2015 年版」（主に第 5 章）を参考に作成した。
https://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf （参照 2021-01-20） 

https://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf


 

6 
 

 
※講習会種数をもとに作成。 

※学部生及び院生向けといった複数の対象にまたがるもの、複数の能力にまたがるものは、それぞれ

にカウントしたため、数値合計は講習会種数総数と異なる。 

 
 対象とする受講者の身分別に分析を行ったところ、それぞれの能力について、以下の特徴
がみられた。 
 

■情報の入手を計画する能力 
新入生向けのガイダンスの他、学部 1-2 回生を対象としたレポート講座で見られた。 

■情報を適切・効率的に入手する能力 
授業内で実施するガイダンスの比率が高く、学部 1 回生・修士に顕著である。 

■入手した情報を分析・評価・管理する能力 
対象年次を問わない講習会が多いが、授業外の講習会が半数弱となっているためと
考えられる。 

■情報を批判的に検討して再構築する能力 
いずれの対象者向けのものでも少なかったが、レポート・卒論のための講習会や、外
部講師による論文投稿セミナーが該当した。 

■情報を適正に活用・発信する能力 
博士・教員といった研究者を対象とする講習会で多い。 
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■その他 
博士向けの講習会で「その他」が伸びているのは、新入生向けのガイダンスが実施さ
れているためである。 
2019 年 10 月より導入された電子ジャーナル・データベース認証システム（プラグイ
ンシステム）の説明会もここに含まれる。 

 
３．総括 
これらの結果から、教員との授業協働実施や新入生向けガイダンス等、教員や所属部局と

連携したリテラシー教育支援の取り組みが広く学内で実施されていることが窺えた。 
また、授業外に実施する自由参加型の講習会は、附属図書館（総合図書館）と吉田南総合

図書館（エリア連携図書館）の 2 館が主体となって実施しており、初年次教育のステップに
沿った図書館利用法から院生向けの論文執筆講座まで、幅広い範囲のスキル習得を支援す
る実績を積み上げつつある。 
いわば、前者では部局の主体性や特色に沿った支援、後者では部局をまたいだ総合的な支

援として、「京都大学図書館機構将来構想 2020-20274」に即して図書館機構がネットワーク
型の全学組織としてリテラシー教育支援の地盤を整えつつある状況だといえる。 
今後の課題として、自由参加型講習会については、図書館機構の取り組みとしてとらえ、

支援を必要とする利用者が受講の機会を逃さないよう、各図書館・室でのポスター掲示協力
など、全学で効果的な周知・広報を行い、確実に利用者に講習会情報を届ける必要がある。
また、現在実施されている各種講習会の目的・効果については、受講対象者によって比率が
異なり、それぞれに特徴がみられるが、受講者を適切に次のステップに誘導する仕組みが求
められる。 
また、2020 年度に「図書館機構による学術情報リテラシー教育支援のためのルートマッ

プ ver.15」が公開されたことにより、今後は全学共通のフォーマットで講習会の実施情報を
集約・分析・評価する環境が整った。各図書館・室が計画段階でルートマップに即した内容
を企画することはもちろんのこと、利用者に対しガイダンス・講習会の広報時や実施時に、
ルートマップへの意識づけを行うことにより、利用者が自身に必要なスキルやレベルを自
覚したうえで、適切な講習会を選択するための道しるべとしての活用が期待できる。 
さらに同年度は、新型コロナウイルス感染症対策を経て、教務系の学習支援ツールやオン

ライン会議システム等が短期間で普及し、図書館・室が実施する講習会・授業もオンライン
開催への移行が増加するなど、リテラシー教育支援においても転換期となった。 

                                                       
4 京都大学図書館機構将来構想 2020-2027：世界最高水準の研究教育拠点を支える新たな図書
館機能の実現（2020（令和 2）年 2 月）https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/about/1385163  
（参照 2021-01-20） 
5 図書館機構による学術情報リテラシー教育支援のためのルートマップ ver.1  
https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/support/1386878 （参照 2021-01-20） 

https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/about/1385163
https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/support/1386878
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今後、ルートマップを活用した実施状況の評価と課題の整理を継続的に行い、コロナの変

化に適応した新しい枠組みの中で、総合図書館、エリア連携図書館、専門図書館、それぞれ
が有する機能の特徴を生かしつつ、全学で連携を取りながら講習会を計画・実施し、支援の
幅を広げていくことが望ましい。 

（以上） 


